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参加無料
事前申込が必要です

東京大会
生き生きと生きる身体と心

オンライン開催

主　　催　一般社団法人日本脳損傷者ケアリング ・ コミュニティ学会

大 会 長　能智 正博 （東京大学）

副大会長　飯田 一昌 /郁代 （障がい当事者 /家族）

　　　　　後藤   博 （第一生命経済研究所主任研究員 ・ 障がい当事者）

　　　　　名和 由理 （戯曲翻訳家 ・障がい当事者）

お問い合わせ

caringcommunity2022@gmail.com

詳細は学会ホームページ

をご参照ください



第 11 回 日本脳損傷者ケアリング・コミュニティ学会 東京大会 

 

主催： 一般社団法人日本脳損傷者ケアリング・コミュニティ学会 

後援：（五十音順）回復期リハビリテーション病棟協会、全国デイ・ケア協会、東京高次脳機能障害協議 

   会、日本看護協会、日本高次脳機能障害友の会、日本作業療法士協会、日本失語症協議会、日本理 

   学療法士協会、(株)モノ・ウェルビーイング 

 

プログラム 

 2022 年 ６月 25 日（土） 13 時～17 時 10 分（開場 12 時 30 分～） 

  対談「（タイトル未定）」北山晴一氏＋長谷川宏氏 

  ワークショップ「身体から始まる①――アダプティッドエアロビック」 

  シンポジウム「私たちにとってのパラリンピック」宮路満英氏他 

  ワークショップ「身体から始まる②――ピラティス」 

 2022 年 ６月 26 日（日） 9 時 30 分～16 時（開場 9 時～） 

  教育講演「脳損傷者にとっての運動とスポーツ」樋口幸治氏 

  シンポジウム「麻痺した身体への挑戦」川上途行氏・金子文成氏 

  パフォーマンス「表現の可能性を拓く」 

  研究・実践発表 

 

参加申し込み ：4 月 20 日（水）～ 6 月 18 日（土） 

以下のアドレスか右の QR コードを使って申し込みフォームにアクセスし、 

所定事項をご記入の上、送信してください。 

 

https://forms.gle/QajzaNoa261x69ix7 
 

開催１週間前を目途に、登録していただいたメールアドレスに対し、参加のためのリンク（URL）と大会

抄録をお送りします。 

 

 

研究・実践発表申し込み ：4 月 11 日（日）～ 5 月 14 日（土） 

発表者（筆頭演者）は本学会員に限ります。内容は、当学会の活動に関わる研究成果（アンケート調査、

事例研究、理論研究等を含む）や活動実践のオンライン報告になります。発表時間は 10 分の予定です。 

以下のアドレスか右の QR コードを使って申し込みフォームにアクセスし、 

所定事項をご記入の上、送信してください。 

 

https://forms.gle/wrb3x3K3b1D1KWx67 
 

発表方法や時間についての詳細は後日、個別に連絡させていただきます。 

 

 

ポスター制作：村越正明 

1955 年東京都生まれ。建築設計。

2015 年に脳出血（右片麻痺）を発

症、入院リハビリ中より画作を開始す

る。著作『みんなよくなれ 鳥獣りは』

（2019 年/三輪書店刊） 

 


